
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
に
よ
る
護
岸
緑
化
工
法

（
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
エ
コ
工
法
）

内
山
緑
地
建
設
株
式
会
社

営
業
統
括
部

技
術
営
業
部
長

吉

岡

威

本
工
法
は
河
川
・
池
沼
な
ど
の
水
辺

の
緑
化
技
術
で
あ
る
。
無
機
質
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
を
緑
化
す
る
こ
と
に
よ

り
水
辺
と
水
中
の
環
境
を
改
善
す
る
と

共
に
安
全
性
を
確
保
す
る
緑
化
技
術
で

あ
る
。こ

れ
ま
で
は
水
辺
の
緑
化
と
い
え
ば

乱
杭
で
植
栽
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
工
法

ゃ
、
階
段
状
に
緑
化
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
工
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
工
法
で
は
水
位
や
水
流
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
、
特
に
水
衝
部
で
の

施
工
が
困
難
な
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ

った。そ
こ
で
、
既
設
護
岸
に
直
接
緑
化
す

る
こ
と
や
水
位
変
化
に
適
応
で
き
る
植

物
を
利
用
す
る
こ
と
で
問
題
を
克
服
し
、

特
許
を
取
得
し
た
。
工
法
開
発
者
は
松

本
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
で

あ
り
、
わ
が
社
は
開
発
者
と
の
業
務
提

携
（
特
許
使
用
許
諾
契
約
）
に
よ
り
水

辺
の
緑
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

使
用
す
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
現
地
流
域

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。
専
用
ポ
ッ
ト
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
挿

し
木
す
る
。
専
用
ポ
ッ
ト
は
植
物
の
生

育
に
適
し
た
加
工
を
お
こ
な
い
、
植
栽

土
や
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
苗
が
流
れ
な
い
よ
う

な
措
置
を
講
じ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護

岸
に
水
抜
き
穴
程
度
の
穿
孔
を
お
こ
な

い
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
挿
し
木
し
た
専
用

ポ
ッ
ト
で
植
栽
す
る
（
図

1
1参
照
）
。

植
栽
し
た
当
年
の
冬
に
勢
定
を
お
こ
な

う
。
以
後
は
特
段
の
管
理
を
必
要
と
せ

ず
、
生
育
に
ま
か
せ
る
。

一
．
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
低
木
類
に
分
類
さ

れ
（
高
さ

0
・
五
j
三

m
程
度
）
、

多
枝
性
を
も
ち
太
径
化
せ
ず
護
岸
に

悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
分
布
し
、
沖
縄
以
外
は

施
工
が
可
能
で
あ
る
。

二
．
枝
は
柔
軟
性
が
あ
り
復
元
力
を
も

ち
、
流
木
化
し
な
い
。
幹
や
根
に
は

抗
菌
成
分
を
含
む
た
め
耐
水
性
が
強

く
、
洪
水
・
水
没
に
強
い
。

三
．
浅
根
で
主
根
は
細
く
軟
ら
か
い
た

め
、
護
岸
材
の
剥
離
や
ブ
ロ
ッ
ク
の

損
傷
を
起
こ
し
に
く
い
。

四
．
水
中
に
没
し
た
枝
か
ら
は
細
い
根

（
水
中
根
）
が
束
状
に
発
生
す
る
。

こ
の
水
中
根
に
珪
藻
が
育
ち
魚
類
の

餌
、
あ
る
い
は
避
難
場
所
と
し
て
機

図一 1

能
し
、
結
果
と
し
て
生
物
相
が
豊
か

に
な
る
。

一
．
水
際
の
生
態
系
回
復

陸
域
に
お
い
て
は
緑
陰
を
創
出
し
、

見
虫
類
・
鳥
類
・
腿
虫
類
な
ど
の
生
息

場
所
と
な
る
。
樹
下
に
は
苔
場
が
発
生

し
、
ホ
タ
ル
の
産
卵
場
所
と
な
る
。
水

（
中
）
域
に
お
い
て
は
水
中
根
が
発
生

し
、
魚
類
の
す
み
家
、
餌
場
、
避
難
場

所
と
な
る
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
落
葉
で
あ

る
が
、
年
中
少
量
の
葉
が
更
新
落
葉
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
年
聞
を
通
し
て

餌
の
供
給
を
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

生
物
に
と
っ
て
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

弓
河
川
景
観
の
改
善

護
岸
は
水
流
に
よ
る
洗
掘
や
流
下
物

に
よ
る
衝
突
に
耐
え
る
た
め
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
自
然
石
に
よ
り
固
定
さ
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
植
物
の
生
育
に
は
不
向

き
で
無
機
質
な
景
観
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
の
環
境
で
緑
化
が
可
能
な
の
が

本
工
法
で
あ
り
、
事
例
写
真
（
図
｜
2

参
照
）
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

三
．
水
辺
の
安
全
性
向
上

本
工
法
に
よ
り
水
際
を
視
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
共
に
、
法
肩
側
か
ら
の

滑
落
時
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
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と
な
り
直

接
水
中
に

転
落
す
る

こ
と
を
防

ぐ
効
果
が

あ
る
。
ま

た
、
上
流

で
転
落
し

た
場
合
、

水
流
に
よ

り
下
流
へ

流
さ
れ
る

が
、
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

自
力
で
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
緩

傾
斜
で
あ
っ
て
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

で
は
水
流
や
付
着
し
た
コ
ケ
類
な
ど
に

よ
り
護
岸
に
つ
か
ま
り
、
上
陸
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
枝

が
強
靭
で
し
な
や
か
で
あ
る
た
め
つ
か

ま
り
や
す
く
、
直
径
一
個
の
枝
で
一

O

O
均
の
引
っ
張
り
強
度
を
も
っ
。

一
．
調
査
・
調
達

施
工
す
る
場
所
の
流
域
で
、
使
用
す

る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
や
用
土
の
調
達
が
可
能

か
ど
う
か
を
調
査
す
る
。
可
能
で
あ
れ

ば
適
期
（
落
葉
期
）
に
調
達
し
、
施
工 η

（
年
度
末
が
多
い
）
に
備
え
る
。

引

ニ

E

専
用
ポ
ッ
ト
作
成

…
山
護
岸
に
固
定
す
る
竹
ポ
ッ
ト
を
加
工

的
批
し
、
調
達
し
た
用
土
を
充
填
し
て
ネ
コ

時
折
ヤ
ナ
ギ
を
挿
し
木
す
る
。
現
場
施
工
ま

工
罰
で
は
水
に
つ
け
て
養
生
す
る
。

施

の後
三
．
護
岸
穿
孔

川
町
一
叫
穿
孔
高
さ
は
施
工
場
所
の
平
水
位
と

似

2

護
岸
勾
配
か
ら
算
出
す
る
。
す
な
わ
ち
、

加
酢
専
用
ポ
ッ
ト
の
底
が
平
水
位
と
な
る
位

後
置
に
穿
孔
す
る
。
植
栽
間
隔
は
ネ
コ
ヤ

国
ナ
ギ
の
葉
張
り
を
考
慮
し
二

m
間
隔
を

施
標
準
と
す
る
が
、
目
的
に
よ
り
加
減
す
る
。

同
管
理
欝
定

施
工
当
年
の
冬
期
に
、
専
用
ポ
ッ
ト

際
か
ら
数
芽
を
残
し
て
勢
定
す
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
の
枝
数
が
増
加

し
、
充
実
し
た
新
枝
が
伸
長
す
る
。
枯

損
が
あ
れ
ば
同
時
に
入
れ
替
え
を
お
こ

な、っ。平
成
一
九
年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度

ま
で
の
施
工
実
績
は
施
工
カ
所
数
五
一

カ
所
、
施
工
本
数
一
、
六
五
五
本
、
施

工
延
長
三
、
六
二
九

m
で
あ
る
。
施
工

カ
所
数
の
発
注
区
分
別
で
は
国
土
交
通

省
二
三
カ
所
、
地
方
自
治
体
二
一
カ
所
、

民
間
二
カ
所
、
試
験
施
工
五
カ
所
で
あ

る
。
施
工
場
所
別
で
は
九
州
内
四
人
カ

所
、
広
島
県
一
カ
所
、
兵
庫
県
一
カ
所
、

山
梨
県
一
カ
所
で
あ
る
。

施
工
地
の
護
岸
勾
配
は
一
一

0
・三

1
三
・

O
で
あ
っ
た
。

のに l とエコ近同を l る表所川交果ンの緑 l り
平おトココヤ 接 ー 紹 タ 。 さ 」河通がグモ化トコエ1

均い護ン工ナす河介のそれよ川 省 「 調 ニ し 護 ン ヱ
値て岸ク法ギる川すーのてり事川国査タた岸ク立
を水区リ区・ ネ で そ 部 デ い 公務内土結リ後をリエ
比生
較生 各調査臣鵬削の躍散の平均瞳 佃宜E聞各仕切曲個体裁の平均値 ギ

し噴 'I＂＂＝…山一 ν 田 j ;_ J.~ "'  6ト叩白磁繊欝沼町一一ー一一一臨趨砲掴ー守一一ー－ I 

れも種 sト麟乱…一協ト…… I …麟（ー コ
i瞳磁劉 臨醐 出 i 磁概 γ 

そ挙！•ト麟一一一麟一山地価ず「一一一瞬一一…棚去
爪 ζ 長S十一協調………臨綴鰍…携帯クり→冨閉 ま制 i踊繭一一…鶴援護 “…寝中刊→開 広

手個 2ト鶴二二一一麟欝襲撃－－ 1 鶴 擁護 」

葉変汁藤一 一 γ襲撃一一監議ー ト

、完凡 夏季 触手 車手 数手 d、

函－ 3 水性生物の増加

図

i
3の
と
お
り
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
植
え

て
い
る
護
岸
に
多
く
の
水
生
生
物
が
生

患
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
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こ
れ
ま
で
の
河
川
は
「
安
全
」
と

「
利
水
」
を
主
眼
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
こ
に
生
物
多
様
性
や
景
観
に
対
す
る

機
運
が
高
ま
り
「
環
境
」
が
加
え
ら
れ

た
。
国
土
交
通
省
で
は
「
多
自
然
型
川

づ
く
り
」
の
方
針
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に

「
多
自
然
川
づ
く
り
」
へ
と
進
化
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
安
全
を
担
保
し
つ
つ

既
存
護
岸
を
活
か
し
生
物
多
隷
性
と
景

観
を
改
善
で
き
る
手
法
と
し
て
「
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
・
エ
コ
工
法
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
生
物
多
様
性
の
向
上
や
自
然
再

生
を
目
指
す
水
辺
に
お
い
て
本
工
法
の

活
用
が
期
待
で
き
る
。
当
社
で
は
こ
れ

ら
の
要
望
に
応
え
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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社
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に
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。


